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+1,036百万円

23,025百万円 △1,648百万円

前年同期差 

18,354 18,635 

21,291 

22,631 

23,025 

19,661 

21,884 

24,288 24,674 1,351

564 359

△206

829

FY23/2Q FY24/2Q FY25/2Q FY26/2Q FY27/2Q

◼ メディア・コンテンツ 売上高

◼ 主力事業 売上高

2027/1期 第2四半期決算実績

単位：百万円

売上高 営業利益

829百万円

営業利益 前年同期差 

▍ゲーム分野好調で主力事業の売上高は過去最多

▍メディア・コンテンツ撤退により前期比では減収も、

 事業再編による収益性の改善は順調に進捗
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39,929 

46,724

52,225

48,837 <予想>

47,082 

2,724

404

786

△ 238

2,014

FY23/1 FY24/1 FY25/1 FY26/1 FY27/1

2027/1期 業績予想

▍当初予想では上期の最終利益は赤字を予想も、

 黒字化時期の前倒しを実現

▍通期業績予想の必達に向けて収益を積み上げ

上期の黒字着地によって、通期予想の達成確度が向上

+2,253百万円

47,082百万円 △1,755百万円

前年同期差 売上高

2,014百万円

営業利益 前年同期差 

◼ メディア・コンテンツ 売上高

◼ 主力事業 売上高

営業利益

単位：百万円
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エグゼクティブ・サマリー

順調に進み始めた収益性の回復

ゲームデバッグAIツールの共同開発

株式市場におけるプレゼンス強化の進捗

トピックス ①

トピックス ②

トピックス ③
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当 期

19,661 20,267 
21,884 

24,839 24,288 

27,937 

24,674 24,163 
23,025 

24,057 
1,351 1,373

564

△ 118

359
426

△ 206

△ 31

829

1,184

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

トピックス① 順調に進み始めた収益性の回復

単位：百万円

◼ 主力事業 売上高

◼ メディア・コンテンツ 売上高 営業利益

収益性の回復は過去３期を上回る水準まで進展

FY23/1 FY24/1 FY25/1 FY26/1 FY27/1

* 2026年3月17日公表の通期業績予想と9月14日公表の上期実績の差額を便宜的に示している

*

⚫ メディア・コンテンツ撤退等による収益性の回復を前提とした業績予想を、大幅に上回る収益性の回復を実現

⚫ 同時に通期業績は当初予想を据え置き、通期業績予想と上期実績の差額を着実に達成することを目指す

⚫ 当社業績には下期偏重の季節性があり、下期の業績は上期を上回ると見込む

<予想>
304

<実績>



7© Pole To Win Holdings, Inc. all rights reserved.

デモ動画リンク　https://youtu.be/cqQsmpiHHF0

デモ動画リンク https://youtu.be/cqQsmpiHHF0

トピックス② ゲームデバッグAIツールの共同開発

AI技術による次世代ゲームデバッグの実用化を推進

<左上>
Modl.ai CPO：ベネディクテ・ミケル氏

<右上>
Side CCO：マーティン・マクブライド

<左下> 
当社代表取締役社長：橘鉄平

<右下>
Modl.ai 創業者：クリストファー・
ホルムガード氏

⚫ 開発中のソースコードを必要とせず、実際のゲーム体験に近い環境からデバッグを支援できるツールの製品化を推進

⚫ 効率化を単純な『労働力の削減』の先にある『成果の最大化』に繋ぎ、さらに高品質かつ多様なゲーム体験を創出

⚫ 実現により業界のゲームチェンジャーとなり、さらなる企業価値向上を図るべく関係先との連携強化を検討中

製品化プロジェクト開始

世界屈指のゲームデバッグ実績

Side
有力VC多数出資 先進AIスタートアップ

Modl.ai

大量の反復テストを実行

試行

反復テストの履歴を記録

観測

不具合の発生条件を特定

分析

ゲームが目指す体験を特定

設計

不具合なのか 仕様なのか

判断

https://youtu.be/cqQsmpiHHF0
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当 期

3,015 3,544 4,057 6,506 6,116 7,062 8,019 9,839 11,272 

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

トピックス③ 株式市場におけるプレゼンス強化の進捗

2026年7月末の株主総数は過去最多を記録

 IRセミナーの様子（26/4 東京開催）

◼ 株主総数（名）

FY23/1 FY24/1 FY25/1 FY26/1 FY27/1

⚫ 会社説明会（IRセミナー）等を通じて認知が高まり、上場来初めて株主総数は1万名を突破し流動性も回復傾向

⚫ 過去３期を上回る水準まで進展した収益性の回復に対して、株価（時価総額）の回復は出遅れていると評価

⚫ 安心して保有できる投資対象になることを志向しつつ、知名度の向上に資する施策も強化する
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2027/1期 第2四半期 決算概況（予想比）

単位：百万円

業績予想
2027/1 第2四半期
（2026/2-2026/7）

実績
2027/1 第2四半期
（2026/2-2026/7）

前年同期比

金 額 利益率 金 額 利益率 増減額 増減率

売上高 21,691 － 23,025 － +1,333 +6.１％

営業利益 304 1.4％ 829 3.6％ +525 +172.８%

経常利益 230 1.1％ 996 4.3％ +76５ +331.6%

親会社株主に帰属する

中間純利益
△174 △0.8％ 432 1.9% +606 －

１株当たり

中間純利益
△4.94円 － 12.22円 － +17.16円 －

1

2

3

売上高の業務別上振れ
国内のゲーム分野を中心に予想超過

国内ソリューション上振れ +７８３百万円

海外ソリューション上振れ ＋５５０百万円

1

2 営業利益の業務別上振れ
業務効率化、各種経費抑制により大幅予想超過

3

▍ゲーム分野好調により、売上高が予想を上回り、通期予想に対しても順調に進捗

▍業務効率化、各種費用抑制に努め、営業利益は予想比２．７倍となり、通期予想が現実的射程圏となる

▍為替差益の発生もあり、経常利益は予想比４.3倍となった結果、中間純利益は赤字予想一転、黒字で着地

営業外収益の発生
予算化していない為替差益が１８７百万円発生

国内ソリューション上振れ +３６１百万円

海外ソリューション上振れ ＋６７百万円

全社共通 ＋９９百万円
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2027/1期 第2四半期 決算概況（前年同期比）

単位：百万円

前期
2026/1 第2四半期
（2025/2-2025/7）

当期
2027/1 第2四半期
（2026/2-2026/7）

前年同期比

金 額 利益率 金 額 利益率 増減額 増減率

売上高 24,674 － 23,025 － △1,648 △6.7％

売上総利益 5,884 23.8％ 5,715 24.8％ △169 △2.9％

営業利益 △206 △0.8％ 829 3.6％ +1,036 －

経常利益 △481 △2.0％ 996 4.3％ +1,477 －

税金等調整前

中間純利益
△554 △2.2％ 983 4.3％ +1,538 －

親会社株主に帰属する

中間純利益
△392 △1.6％ 432 1.9% +824 －

１株当たり

中間純利益
△11.10円 － 12.22円 － +23.32円 －

（参考） EBITDA 433 1.8% 1,171 5.1% +738 +170.5%

1

2

3

営業利益の黒字化
不採算事業撤退による売上ミックス改善の他、
その他の事業整理に加え、一時費用の剥落も寄与

ミックス改善等による粗利増加 +223百万円

減収による粗利減少 △393百万円

海外を中心とした人件費減少 +466百万円

償却費等の固定費減少 +739百万円

1

2 為替変動が経常利益を押し上げ
各期間における短期的な為替トレンド転換に起因

<当期> 為替差益（円安進行）

ー <前期> 為替差損(円高進行)

+187百万円

△224百万円

為替差損益の前年同期比 +411百万円

3

▍事業再編等の各種施策が奏功し、収益性が大幅に改善

▍<前期>メディア・コンテンツの2Q営業損失：137百万円他、海外でも一時費用の発生等が重なり利益圧迫

収益力が徐々に回復
FY23/1以前のEBITDAマージンは10%超
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2026/1期 2027/1期 前年
同期比単位：百万円 1Q 2Q 3Q 4Q 2Q累計 1Q 2Q 3Q 4Q 2Q累計

グループ
連結

売上高 12,759 11,914 12,323 11,839 24,674 11,237 11,787 ー ー 23,025 △1,648

営業利益 △22 △184 385 △417 △206 266 563 ー ー 829 +1,036

営業利益率 △0.2% △1.5％ 3.1％ △3.5% △0.8% 2.4% 4.8% ー ー 3.6% +4.4Pt

国内
ソリューション

売上高 6,296 6,584 6,462 6,561 12,880 6,773 6,875 ー ー 13,648 +767

営業利益 288 369 230 239 658 233 296 ー ー 529 △128

営業利益率 4.6% 5.6% 3.6% 3.6% 5.1% 3.4% 4.3% ー ー 3.9% △1.2Pt

ゲーム分野が牽引し増収も、共通費の配賦負担が2Q累計：286百万円増加し減益 ・・・旧配賦基準適用時の営業利益：815百万円（営業利益率：6.0%）

海外
ソリューション

売上高 4,862 4,888 5,809 5,232 9,750 4,463 4,912 ー ー 9,376 △374

営業利益 △115 △469 226 △580 △585 △13 193 ー ー 179 +764

営業利益率 △2.4% △9.6% 3.9% △11.1% △6.0% △0.3% 3.9% ー ー 1.9% +7.9Pt

収益性が大幅に改善し、上期としては４期ぶりの営業黒字を計上 ・・・受注動向に先行して進めた準備が奏功

前期：FY26/2Qはオフショア拠点の立ち上げ費用268百万円の計上に、案件の後ろ倒しが重なり損失が拡大していた

メディア・
コンテンツ

売上高 1,601 441 52 45 2,042 ー ー ー ー ー △2,042

営業利益 △119 △18 0 △4 △137 ー ー ー ー ー +137

営業利益率 △7.5% △4.1% 1.9% △9.8% △6.7% ー ー ー ー ー ー

FY26/3Q以降、唯一の構成会社となったPalabraは、当期より国内ソリューションへ統合

2027/1期 第2四半期 業務別概況
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327 

422 

253 

507 
527 

485 

372 

325 

288 

369 

230 239 233 

296 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

国内ソリューション 売上高*・営業利益推移

* 売上高は、外部顧客に対する外部売上高であり、その他の業務や業務間の内部売上高・振替高は含まない

FY27/1

Tech・ソリューション関連

非ゲーム分野のソフトウェアテストや、ソリューション提供に対応

Tech分野 売上高

ゲーム・エンターテインメント関連

主にデバッグとカスタマーサポートに対応

ゲーム分野 売上高

カスタマーエクスペリエンス関連

非ゲーム分野のカスタマーサポートやモニタリング（監視）等に対応

CX分野 売上高

その他 売上高

378

FY24/1 FY25/1 FY26/1

▍安定成長を続ける当社グループの収益基盤

‒ Tech分野の成長加速に必要なPR活動・AIエンジニア採用や、拠点整備等の一時費用により利益が変動

営業利益（百万円）

名目上の収益性は低下、挽回には至らず
配賦基準変更に伴い全社共通費用の負担が増加

ゲーム分野：安定成長 + Tech分野：成長加速による改善推進

旧配賦基準適用時の

営業利益

437
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営業利益（百万円）

受注一時減に備えてFY26/下期よりレイオフ等実施

海外ソリューションとしてはFY23/1期ぶりに

上期の営業利益が黒字で着地

43

△154

362

△120

△243

192
139

△44

△115

△469

226

△580

△13

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

海外ソリューション 売上高*・営業利益推移

* 売上高は、米ドル建の外部顧客に対する外部売上高であり、その他の業務や業務間の内部売上高・振替高は含まない

非ゲーム分野 売上高

主にスマートデバイス向け音声収録に対応

193

ゲーム分野 売上高

ゲーム・エンターテインメント関連

国内以上に幅広いサービスを提供

• 音声収録

• ローカライズ

• デバッグ

• カスタマーサポート

▍将来的な成長期待が高く、同時に目下の業績は流動性が高い …商慣習の違いや為替影響等

‒ 全世界50言語以上の対応実績を活かし、ゲームだけでなくスマートデバイス等の音声収録にも対応

FY27/1FY24/1 FY25/1 FY26/1
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2026/1期 2027/1期 前年同期末比

単位：名 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 増減数 増減率

グループ
連結

正社員 3,490 3,198 3,060 2,953 2,952 2,975 ー ー △223 △7.0%

アルバイト 4,832 4,929 4,903 4,751 4,939 5,083 ー ー +154 +3.1%

合計 8,322 8,127 7,963 7,704 7,891 8,058 ー ー △69 △0.8%

※グループ連結には、下記の他に全社（共通）人員を含む

国内
ソリューション

正社員 1,475 1,483 1,479 1,481 1,570 1,596 ー ー +113 +7.6%

アルバイト 3,700 3,884 3,873 3,662 3,766 3,843 ー ー △41 △1.1%

合計 5,175 5,367 5,352 5,143 5,336 5,439 ー ー +72 +1.3%

1QにTech分野の正社員数が増加した後、2Qでは繁忙期に備えたゲーム分野のアルバイトを増員

海外
ソリューション

正社員 1,698 1,634 1,565 1,457 1,354 1,349 ー ー △285 △17.4%

アルバイト 1,034 1,031 1,017 1,076 1,169 1,237 ー ー +206 +20.0%

合計 2,732 2,665 2,582 2,533 2,523 2,586 ー ー △79 △3.0%

当期の需要動向に対応するべく体制最適化を推進してきた他、各拠点で正社員比率の適正化が進捗

メディア・
コンテンツ

正社員 309 73 8 8 ー ー ー ー △73 ー

アルバイト 94 10 10 11 ー ー ー ー △10 ー

合計 403 83 18 19 ー ー ー ー △83 ー

FY26/3Qより唯一の構成会社となったPalabraは、FY27/1期から国内ソリューションへ統合

従業員数推移

▍国内は採用強化、海外は構造改革を推進し、全体の人員最適化が進行
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為替換算調整勘定の減少 △181百万円

配当金の支払い（FY26期末分） △282百万円

中間純利益の計上 +432百万円

単位：百万円 2026/1期末 2027/1期 2Q末 増減額 増減率

流動資産 16,530 15,929 △600 △3.6%

（うち、現預金） (6,986) (7,112) (+126) +1.8%

有形固定資産 2,315 2,254 △61 △2.6%

無形固定資産 360 404 +43 +12.0%

投資その他の資産 3,121 3,193 +71 +2.3%

固定資産 5,797 5,852 +54 +0.9%

資産合計 22,328 21,781 △546 △2.4%

流動負債 13,633 13,139 △493 △3.6%

固定負債 272 253 △19 △7.3%

負債合計 13,905 13,392 △513 △3.7%

純資産合計 8,422 8,389 △33 △0.4%

（うち、自己株式） (△2,552) (△2,552) (-) (-)

負債・純資産合計 22,328 21,781 △546 △2.4%

連結財政状態

1

2

▍前期末までに資産ポートフォリオをリバランス ・・・メディア・コンテンツ撤退及びM&A関連減損

▍成長と還元の好循環を再開するべく、収益性の改善に継続的に取り組む

中間純利益の計上により利益剰余金は増加 ・・・為替変動に伴い為替換算調整勘定（海外子会社の資産評価額）が減少、純資産の増加には及ばなかった

自己資本比率 38.5% (+0.8Pt)

1

純資産の減少

時価総額 (7月末終値) +648百万円

純資産 △33百万円

2

PBR 1.40 (+0.07Pt)

受取手形、売掛金及び契約資産 △590百万円

その他（未収入金の減少等） △136百万円

現預金の増加 +126百万円

流動資産の減少
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単位：百万円

前期
2026/1 2Q

（2025/2-2025/7）

当期
2027/1 2Q

（2026/2-2026/7）

前年同期比

営業活動によるキャッシュ・フロー 264 731 +466

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,188 △340 +848

財務活動によるキャッシュ・フロー 296 △282 △579

現金及び現金同等物に係る換算差額 △146 18 +165

現金及び現金同等物の増減額 △773 126 +900

現金及び現金同等物の期首残高 7,012 6,986 △26

現金及び現金同等物の期末残高 6,238 7,112 +873

連結キャッシュ・フロー

▍CF三区分は、営業・投資活動によるCFが前年同期比プラス

‒ 前期は短期借入金：600百万円を実施したため、財務活動によるCFのみ前年同期比マイナス

▍投資活動によるCFは、前期に生じた支出の剥落により大幅にプラス

‒ メディア・コンテンツの撤退に伴う子会社株式の売却や、海外におけるゲーム受託開発の事業譲受等

1

3 3 キャピタルアロケーション方針に基づき
運転資金：月商約2ヶ月分を安定確保

2

1

税金等調整前中間純利益 増加 +1,538百万円

運転資本の増減 △861百万円

非資金損益項目の増減 △344百万円

黒字化により営業CFを押し上げ

2

子会社株式の売却による支出 +523百万円

事業譲受による支出 +208百万円

前期の大型支出が剥落
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1 サマリー ・・・ 2

2 2027年1月期 第2四半期決算報告 ・・・ 9

3 2027年1月期 業績予想 ・・・ 18

INDEX

▍本資料の記載についての注記

１．金額については表示単位未満を切捨 2．比率については表示単位未満を四捨五入

3．「20XX年1月期」 を 「FＹXX/1」 、 「20XX年第X四半期」 を 「FYXX/XQ」 と記載している箇所があります

4．業務区分ごとの売上高及び営業利益は社内管理数値に基づく参考情報（他に全社費用が発生）
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2027/1期 業績予想（前年同期比）

単位：百万円

前期実績
2026/1 通期

（2025/2-2026/1）

当期予想
2027/1 通期

（2026/2-2027/1）

前年同期比

金 額 利益率 金 額 利益率 増減額 増減率

売上高 48,837 － 47,082 － △1,755 △3.6％

営業利益 △238 △0.5％ 2,014 4.3％ +2,253 －

経常利益 △508 △1.0％ 1,891 4.0％ +2,399 －

親会社株主に帰属する

当期純利益
△3,479 △7.1％ 700 1.5％ +4,179 －

１株当たり

当期純利益
△98.41円 － 19.81円 － +118.21円 －

（参考）EBITDA 947 1.9% 2,867 6.1% +1,920 ＋202.7%

１株当たり配当金 16円 － 16円 － ±0円 －

中間：8円

期末：8円

－

－

中間：8円

期末：8円

－

－

中間：±0円

期末：±0円

－

－

1

2

3

メディア・コンテンツ △2,139百万円

海外ソリューション △2,072百万円

国内ソリューション +2,457百万円

1 一時的な減収

2 FY23/1ぶりに20億円超を目指す

3 累進配当を維持

再成長を通じて配当原資を増加させて、

継続的な増配を早期に実現する方針

▍事業再編等を経て再構築した収益基盤によって、４期ぶりの最終利益黒字化を計画

▍メディア・コンテンツ剥落・海外ソリューションの一時的な売上減少により、前期比では減収増益を見込む

メディア・コンテンツ +141百万円

海外ソリューション +1,591百万円

国内ソリューション +84百万円

全社共通 +437百万円
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2027/1期
現時点で生じている
業績予想との差異上期実績 上期予想

上期予想
達成率

下期予想* 通期予想
通期予想
進捗率

グループ
連結

売上高 23,025 21,691 106.1% 24,057 47,082 48.9%
国内外共に売上・利益計画を前倒し達成

営業利益率においても上期予想を上回っており、

収益性の改善は、順調に進んでいる状況

営業利益 829 304 272.8% 1,184 2,014 41.2%

営業利益率 3.6% 1.4% +2.2Pt 4.9% 4.3% △0.7Pt

事業再編による収益性改善の効果が顕在化
通期業績の着実な達成を最優先としつつ、不確実性の解消が進む中で通期予想の見直し要否を見極める方針

国内
ソリューション

売上高 13,648 12,865 106.1% 14,714 28,362 48.1%
ゲーム分野が牽引。Tech分野の拡販に必要なエン

ジニア採用が進んだ一方、Tech・CXの両分野にお

いて案件獲得には予想比マイナスが生じている。

営業利益 529 167 317.0% 683 1,212 43.7%

営業利益率 3.9% 1.3% +2.6Pt 4.6% 4.3% △0.4Pt

競合からのシェア奪取に加えて、活況な市場環境が追い風となり、上期予想を大きく上回り着地した。

Tech・CXの両分野では体制の見直しを進め、製販一体となって営業を強化。案件獲得による巻き返しを図る。

海外
ソリューション

売上高 9,376 8,826 106.2% 9,344 18,720 50.1%
主力である音声収録・ローカライズが堅調に推移。

1Qには計画外で貸倒引当金計上が発生したものの、

売上高・営業利益共に上期予想を上回り着地した。

営業利益 179 111 161.4% 472 651 27.5%

営業利益率 1.9% 1.3% +0.6Pt 5.1% 3.5% △1.6Pt

FY27/2Qにおける非ゲーム分野の売上高は、過去数年間で最低を記録した一方で、ゲーム分野の売上高が過去最高水準に到達。

レイオフ等により備えていたこともあり、上期予想を上回り着地した。流動性の高い市場環境を注視しつつ、確実な利益確保を図る。

連結業績予想 業務別進捗率

単位：百万円

* 2026年3月17日公表の通期業績予想と9月14日公表の上期実績の差額を便宜的に示している
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⚫採用強化と共に、新教育体制の下で新卒を戦力化

⚫市場シェア奪取によるゲーム分野の増収

⚫業務のDX・AI化による労働生産性向上

打ち手 （2027/1期）

2027/1期 事業環境と戦略 国内ソリューション

▍成熟した国内ゲーム市場の中で高い参入障壁を築き、安定的な収益基盤を構築

▍成長余地の大きいTech分野（ソフトウェアテスト、システム開発）は、競合多数ながら伸びしろも大きい

⚫ グループ連携による全行程サポートによって、ゲーム・エンタメ業界における存在価値の向上

⚫ Tech分野では、特に強みの活きるFoodTechやFinTech領域の拡販に注力

⚫ 海外ソリューションへの横展開につながる、AI技術を前提とした事業構造の進化

⚫エンジニア確保が難航し、Tech分野の売上成長が停滞

⚫大型案件の終了と拠点整備費用による収益性の一時低下

⚫家賃や人件費（正社員化・雇用化）等、固定費は増加傾向

課題 （2026/1期）

戦略戦略

前期実績 2026/1期 当期予想 2027/1期 通期比

単位：百万円 上期 下期 通期 上期実績 下期予想* 通期 増減額 増減率

売上高 12,880 13,024 25,904 13,648 14,714 28,362 +2,457 +9.5%

営業利益 658 470 1,128 529 683 1,212 +84 +7.5%

営業利益率 5.1% 3.6% 4.4% 3.9% 4.6% 4.3% △0.1Pt ー

* 2026年3月17日公表の通期業績予想と9月14日公表の上期実績の差額を便宜的に示している
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⚫受注環境の変動が激しく、早期に2027/1期の減収を予想

⚫国内ソリューションと比べて、相対的に利益率が低い

⚫環境の変化が激しく、業績予想の精度が低い

課題 （2026/1期）

前期実績 2026/1期 当期予想 2027/1期 通期比

単位：百万円 上期 下期 通期 上期実績 下期予想* 通期 増減額 増減率

売上高 9,750 11,042 20,792 9,376 9,344 18,720 △2,072 △10.0%

営業利益 △585 △354 △939 179 472 651 +1,591 ー

営業利益率 △6.0% △3.2% △4.5% 1.9% 5.1% 3.5% +8.0Pt ー

2027/1期 事業環境と戦略 海外ソリューション

▍eスポーツの浸透や高い人気を誇るグローバルIPのローカライズ需要等、ゲーム分野の市場規模は膨大

▍人件費の高騰やAI化による環境変化が進むと同時に、ゲーム分野以外でも展開できる大きな市場が存在

⚫ 2026/1期から、機動的な組織スリム化を実施

⚫ AI活用による効率化、人件費の安い拠点への移管推進

⚫グループ本社機能の強化により、経営管理・指導を深化

打ち手 （2027/1期）

* 2026年3月17日公表の通期業績予想と9月14日公表の上期実績の差額を便宜的に示している

⚫ AI化による労働生産性の向上や、拠点移管による収益性の向上

⚫ 高成長が特に期待される地域に対する、重点的な拠点戦略を展開

⚫ 世界中の言語・文化に対応することで蓄積される、データアセットを活用したビジネス展開の模索

戦略戦略



23© Pole To Win Holdings, Inc. all rights reserved.

△123

483

271
155

△22

△184

385

△417

266

563

△1.0%
3.9%

2.1%

1.0%

△0.2%
△1.5% 3.1%

△3.5%

2.4%

4.8%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

営業利益率

11,963 12,324 
12,971 

14,966 

12,759 
11,914 12,324 11,839 

11,237 11,787 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2027/1期 四半期推移（イメージ）

３Qピークの予想を前倒して進めてきた結

果、上期業績は大幅に上振れて着地した。

諸条件によって変動する可能性はあるも

のの、最新の受注動向に鑑みると、3Qの

売上高は2Q並を見込む。今後獲得する案

件によって上振れを図っていく。

▍現時点では、4Qピークを予想

売上高と同様、下期偏重の計画を前倒して進

めたことで黒字で着地。四半期の営業利益が

500百万円を超えたのはFY23/4Qぶり
・・・FY23/4Q：707百万円

通期業績予想の達成を最優先に、事業運営の

安定性を確保しつつ、上振れを図っていく。現

時点では、3Qの営業利益は2Q並を見込む。

▍売上高と同様、4Qピークの予想

売上高

不確実性を踏まえた下期偏重の計画を上期に前倒して進捗

単位：百万円

営業利益

単位：百万円 業績予想では赤字を見込んでいた上期の最終利益は黒字で着地

FY25 FY26 FY27

FY25 FY26 FY27
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株主還元方針

4.75

7.5
8.0 8.0

9.0
9.5 9.5

11

12

13

14

15

16 16 16 16

1.53%
1.84%

0.95%

2.00%

1.71% 1.73%

0.83%

1.27% 1.31%
1.12%

1.49%
1.72%

3.18%

3.82%

5.06% 4.80%

FY12/1 FY13/1 FY14/1 FY15/1 FY16/1 FY17/1 FY18/1 FY19/1 FY20/1 FY21/1 FY22/1 FY23/1 FY24/1 FY25/1 FY26/1 FY27/1

配当金（円／株） 配当利回り＝配当金÷期末終値*1

*1: 202６年7月現在を基準として、過去に実施した株式分割の影響を考慮した金額を記載

*2: 2027/1期のみ、第2四半期（2026年7月）末時点の終値

*3: 2024/1期から2026/1期までの総還元性向は、当期純利益がマイナスのため記載なし

2019/1期 2020/1期 2021/1期 2022/1期 2023/1期 2024/1期 2025/1期 2026/1期
<予想>

2027/1期
方針

DOE（純資産配当率） 2.6% 3.4% 3.3% 3.2% 3.2% 3.7% 4.4% 5.4% ー 下限：3.0%

総還元性向 18.5% 23.3% 21.4% 27.8% 118.0% ー*3 ー*3 ー*3 80.8% 30.0%以上

合計

当社による自己株式取得 ー ー ー 129.8 430.3 1,981.9 ー ー ー 2,542.0

取締役による株式取得 ー ー ー ー ー 341.6 703.0 50.0 ー 1,094.6

単位：千株

株式分割

1:2

株式分割

1:2

株式分割

1:2

▍2012/1期（2011年10月）上場来、減配なく累進配当を継続

*2
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株式市場におけるプレゼンス強化

再編期

～2026/1期

11,810 

16,134 

38,775 
35,588 

24,870 
21,169 

45,073 

60,420 

50,319 
47,199 

56,051 

46,703 
37,889 

20,604 

17,475 

FY12/1 FY13/1 FY14/1 FY15/1 FY16/1 FY17/1 FY18/1 FY19/1 FY20/1 FY21/1 FY22/1 FY23/1 FY24/1 FY25/1 FY26/1 FY27/1

売上高 期中最高時価総額 当期純利益単位：百万円

安定・拡大期

～2022/1期

再成長期

2027/1期～

▍業績が改善に転じる中、株価や出来高の上昇トレンドを早期に実現するべく、積極的なIR施策に取り組む

株主・投資家等との対話方針

⚫ 積極的・建設的な対話を通じて信頼関係を築き企業価値向上に資するべくIR活動を実践

⚫ 取締役CFOを担当役員、管理部をIR担当部署に定め、対話のための体制を構築

株主・投資家等との対話の実施状況

⚫ 対話を行った株主・投資家等

海外投資家14社、国内投資家12社、その他10社（2026年1月期、延べ数）

⚫ 主なテーマや関心事項

短期・中長期の業績見通し、市場環境（受注動向、業界シェア、AI技術の影響等）、

資本効率・配当政策、中期経営計画の公表

主な取り組み

⚫ 機関投資家・アナリスト向け

決算説明会開催、個別面談、適時開示の英文開示、議決権電子行使プラットフォーム参加

⚫ 個人投資家向け

会社説明会（IRセミナー）開催、問い合わせ窓口の一本化、株主向け経営近況報告会開催

⚫ 共通

各種IR資料のWEBサイト掲載、インターネット等による議決権行使の導入、

決算発表時の想定問答・四半期末のFAQ公開による情報格差の是正、

決算説明会の書き起こし配信による決算情報へのアクセス向上<ログミーfinance>、

企業レポート発行<シェアードリサーチ、フィスコ>、任意開示の積極化による認知向上
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将来見通しに関する注意事項

本発表において提供される資料並びに情報は、いわゆる「見通し情報」 （Forward-looking Statements）を含み

ます。これらは、現在における見込み、予測及びリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異な

る結果を招き得る不確実性を含んでおります。それらリスクや不確実性には、一般的な業界並びに市場の状況、金利、

通貨為替変動といった一般的な国内及び国際的な経済状況が含まれます。今後、新しい情報・将来の出来事等があっ

た場合であっても、当社は、本発表に含まれる「見通し情報」の更新・修正を行う義務を負うものではありません。

https://www.phd.inc/ https://www.phd.inc/contact

当社WEBサイト お問い合わせフォーム

https://www.phd.inc/
https://www.phd.inc/contact
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